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研究成果の概要（和文）：胃癌患者の遠隔転移が成立するためには、血液中に転移能のある癌細胞が循環していること
が必要条件と考えられる。本研究では、がん細胞の抗原を利用して血液中のがん細胞を捕捉して、形態学的に生きた状
態のがん細胞の有無の計測を行った。その結果高度に進行した胃癌では、40%近い患者でがん細胞が検出され、また有
意に予後不良であることが判明した。近い将来に胃癌の治療効果のモニタリングや、化学療法の適応決定への臨床応用
が期待できる。

研究成果の概要（英文）：For primary gastric cancer to metastasize, it is necessary for tumor cells to 
circulate in the peripheral blood as a viable state. In this study, viable circulating tumor cells (CTCs) 
were successfully detected in nearly 40% of patients with highly advanced gastric cancer. Moreover, 
tumors of patients with positive CTCs were shown to progress earlier. Detecting CTCs can be clinically 
applied for selecting optimal patients for induction chemotherapy and would be useful for monitoring of 
therapeutic effect.

研究分野：消化管外科
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１．研究開始当初の背景 

 

高度進行胃癌に対する手術適応を考えるとき、

その適応患者をどのように選別するかは重要

な課題である。所属リンパ節転移の状況や、

腹水細胞診の結果、採血上の腫瘍マーカーの

上昇などは重要な予後因子となっているが、

いまだ手術適応を決定するための十分な予測

因子とはいえない。 

近年、フローサイトメトリーを応用した方法

で、個々の細胞に発現する特異的な細胞表面

マーカーを探知することによって、末梢血循

環癌細胞(Circulating Tumor Cell; CTC)を同定

できるようになり、この CTCが進行乳癌では

高頻度に血中に確認できることが明らかとな

った。これらの研究報告から、最近では CTC

の同定と胃癌の予後との相関について注目さ

れるようになった。 

 

 

２．研究の目的 

 

胃癌患者において CTCを同定することが、リ

ンパ節転移や腹水細胞診の結果と比較して、

よりよい治療効果予測因子となりうるか否か

を検討する。 

 

 

３．研究の方法 

 

本研究は、当院消化管外科学講座にて入院加

療を行った進行胃癌患者のうち、紙面での

informed consentにて研究への参加同意をえた

136 人の進行胃癌患を対象とした。前向き研

究として、 Semi-automated immunomagnetic 

separation system (CellSearch) を用いて細胞表

面のタンパク抗原を検出して、CTCの陽性率

を測定した。 

このうち、123人の患者では、腹水細胞診(CY

検査)も評価されていた。 

以上より、CTCおよび CYについて、進行胃

癌患者の progression free survival (PFS)または

治療効果判定の予測因子としての重要性につ

いて検討した。 

 

 
 

 

 

４．研究成果 

 

25人(18.4%)の患者では、CTCが陽性であった。

CTC陽性率は、組織学的に低分化腺癌あるい

は遠隔転移を有していた患者で高かった。

CTC陽性患者では、CTC陰性患者に比較して

PFS が有意に短かった (hazard ratio 2.03; 

P = 0.016)。 

123 人の患者において多変量解析を行うと、

CTC陽性、CY陽性、Performance Status、肉眼

的遠隔転移陽性症例の 4 項目が、PFS に影響

する独立因子となった。 

治療介入によって CTCおよび CYが陰性とな

った症例では、長期の PFSが得られた。 

 

 



以上の結果より、 

進行胃癌患者において、CTC の同定は、PFS

を予測する独立した因子となりうると考えら

れる。集学的治療を行う患者において、CTC

は有益な biomarkerとなりうると考えられる。

CTCおよび CYの状態を評価することは、根

治的外科治療を選択する有益な指標となりう

ると考えられる。 
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